
№ 54 キャタピラージャパン合同会社 明石事業所

2030年までに達成したいこと

キャタピラーではSDGｓ全17のゴールに取り組んでいるが、明石事業所として
３つに特化した活動に積極的に取り組む。

①管理職全員がイクボス
(育児を自ら実行する、育児する社員を応援・促進する) 

②STEM賞の運営、継続
③紙使用量削減

ＳＤＧｓの取組紹介

取組紹介シート 様式４

目指すゴール

②兵庫・関西 キャタピラーSTEM賞の運営、継続

‐ 年1回 審査や授賞式・奨励金により応募者の成長を応援し、貢献する。
‐ 宣伝・応募を増やすことで“STEM”の浸透とSTEM分野へ進むことを奨励する。
‐ コミュニティへの貢献。明石市内の中高生向けにSTEMの重要性の啓発及び賞の

説明会を毎年３回以上実施する。

①管理職全員がイクボス→多様な働き方を認めあい実現できる
- 男性育児休業座談会を開催（育児休業取得当事者、育児休業取得当事者の上司）、継続実施
- 国際男性デーにて男性育児休業をテーマにオンラインパネルディスカッション開催、継続実施
- 育児休業取得マニュアル準備


